
彦根城の春夏秋冬
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彦根城博物館 （表衿殿・像ぇ桂橋）
表門橋を渡ったところにあり、もとは藩の表御殿。

５０周年を記念し、 昭和６２年（１９８７） に建てられた。

彦根藩主井伊家に伝わる多数の美術工芸品・古文書

豊玉豊署農罷鰯灘豊麗冬型隆義艶
（市指定文化財） や藩主の私的な生活の場である御座の

間や茶室が木造で復元されている。 これらは発掘調査や

絵図などの諸資料から復元整備されたものである。 発掘

調査で検出・復元整備された庭もある。 全国の城跡にお

ける御殿の復元整備の先駆けでもある。
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【彦根城博物館
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１月１

　　　　　　　　　　

築城から文化財指定までの主な出来事
慶長５…９１関ヶ原合戦。合戦後の論功行賞により石田三成の佐和山城と－日領を井伊直政が拝領。

　　

．１１直政、佐和山入城。徳川家康より居城を佐和山城より磯山に移すように命じられる
慶長７

　

２…直政、佐和山城にて死去。長男の直継が家督を継ぐ。
慶長８

　　

城坤選定。佐和山・磯山・彦根山の候補地から彦根山と決定。
１６０４

１６０６

慶長９７１

　　　

１

　　

ー綴
慶長１１６…

彦根山を中心に普請開始。善利（芹）川の付替普請、本町中心の城下町建設も着手。
築城にあたり古城の居宅を移す。
鐘の丸完成。井伊直継、佐和山城より移る。
大津城天守から持ち込まれた天守部材が組みあがる。
この頃、本丸御広間が完成し、直継が鐘の丸より移る。

慶長１９１１大坂冬の陣開戦。
この頃、「内堀」より内側と一部の足軽組屋敷などを含めた城下町（初期城下町）が完成。
徳川方と豊臣方で講和が成立。

慶長２

元和１
元和８

築城普請の再開。
御櫓・黒鉄門などの御門・高石垣・表御殿ができ、その後に「中土手中堀」が完成。
「外堀」もこの頃完成。
以後、城下町の改造・拡張が行われるとともに、各施設の修築も実施。

１９５０
１９５１

１９５２
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彦根 、減り）ら特別史

昭和２６１６ｉ彦根城の中堀より内側のエリアに埋木舎の敷地

　　

１９１国史跡内の天守をはじめとする城郭建築物が
昭和２７１３１天守 附櫓及び多聞櫓が国指定重要文化財か
昭和３１１７１国史跡指定から国特別史跡指定へと格上げさ
昭和３８１？１馬屋が国指定重要文化財となる。
平成２７１１１１彦根城外堀跡全体が周知の遺跡（埋蔵文化財
平成２８１３…中央町．錦町の外堀跡（堀・土塁）の一部が特別

０７ぃ；；きねんがん

　　

さわぐちず；もんゃすら
開国 友 全館 （凝り▽多聞椿‐タト視複ぇ）
昭和３５年 （１９６０） に井伊直弼の没後１００年を記念

する事業として、 彦根市民の寄付を募り、 彦根城の佐

和ロ多聞櫓を再現したものです。 平成２０年に市民や

観光客が学び集う文化財の展示施設としてリニューアル

オープンしました。

うち作字のヤ
埋木舎
彦根で最も有名な歴史上の人物といえば、 井伊

直弼。 直弼は文化１２年（１８１５）１０月

　

２９日、１１代′〆‐

（１４代） 藩主直中の１４男として槻御殿（現在の楽々

園）で生まれた。 他家を継ぐなどの機会に恵まれな

　

－
かった直弼は、 父の死とともに槻御殿から中堀に面 －－讐，．一ふり
した尾末町の屋敷に移った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・一

　

ム、仙－謎．・

彼は「世の中をよそに見つつも埋もれ木の埋もれておらむ心なき身は」という和歌を詠み、
自らのこの屋敷を「埋木舎」と名付けた。

　

【埋木舎

　

銭０７４９一２３一５２６８１

※個人所有であり、 彦根市所有施設では

　

ありません。 不定休あり。

【彦根市内観光問い合わせ先】

彦根観光協会

　　

８０７４９一２３一０００１

彦根観光センター冨０７４９一２３一００３３

彦根観光案内所

　

Ｂ０７４９一２２一２９５４

彦根市歴史まちづくり部文化財課
２１０７４９－‐２６一５８３３

【彦根城有料区域公開時間】

８：３０^）１７：００

特別史跡彦根城跡内の彦根市所有区域内に

おける日常の維持管理・運営は彦根市歴史

まちづくり部文化財課が委託する彦根城運営

管理センターが行っています。

編集・発行／令和３年（２０２１）３月改訂（第３版）

彦根城運営管理センター

〒５２２‐００６１滋賀県彦根市金亀町１番１号
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